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１． まえがき 
本稿では人間の見た目に着目した年齢推定の手法を提案

する． 
近年，年齢推定法の研究が広く行なわれている．中でも，

顔や風貌などの外見で判断できる情報による推定方法は，

他の身体的特徴と比べ，常に社会に公開していることから，

被験者の抵抗感や心理的負担が少ないと言える．また，こ

れらの視覚情報には年齢の特徴が表れやすい．とくに顔情

報は，最も年齢についての特徴が表れると考えられる．そ

こでさまざまな顔画像を用いた年齢推定が研究されている． 
Y. H. Kwonらは，顔の基本的な特徴部位としわを用いて，
年齢を３つの世代に分類することが可能であることを報告

している[1]．安本らは，平均顔データを 5歳間隔で区切っ
た男女別のクラスに対して作成し，それらと入力顔との距

離を求め，性別と年齢を同時に推定する手法を提案してい

る[2]．また，瀧川らは，特徴抽出にガボールウェーブレッ
ト変換と Retina Samplingを，識別にサポートベクタマシン
を用いた手法では，大きく分類した 5 つの年代（少年期・
青年期など）の年代識別において，識別率約 90％との結果
が報告されている[3]． 
しかしながら，特徴点を抽出する方法では，数多くの特

徴点を正確に精度よく抽出することが困難である．また，

これらの手法は年代をおおまかに推定するものであり，年

齢を推定する研究は行なわれていない． 
そこで本研究では，顔の全体的な特徴の中から，エッジ

情報に着目し，1 歳単位で年齢を推定する手法を提案する．
ここでのエッジ情報とは人間の顔領域と首領域におけるし

わである．目を基準に顔画像を正規化し，推定のための特

徴データとした．また，年齢を 1 歳単位で連続的に推定で
きるよう，識別には学習ベクトル量子化法（以下，LVQ）
を用いた．さらに，顔領域に対する人間の年齢知覚メカニ

ズムに着目し，人間が潜在的に用いている年齢知覚のため

の特徴量を抽出する．ここで重要な特徴データの選択には

遺伝的アルゴリズム（以下，GA）を用いた．また，人間
の年齢知覚メカニズムを解明するために，顔画像にはアン

ケート調査により見た目年齢を付与した．最後に，提案し

た手法の有効性を検証するために，実際のデータ

（HOIP：岐阜県地域結集型共同研究事業）をもとに計算
機によるシミュレーションを行なった． 

2 ．前処理 
2.1 顔画像データベース 
本稿で使用した顔画像データは， HOIP において構築さ

れたものである[4]．性別年齢別の被験者数が均等で，表情
は無表情であることが本データベースの特徴となってい

る．本稿では，眼鏡をかけたモデルデータを除き，さらに

各世代から代表として男性 5 人ずつを選んだ計 50 名を使
用した．本稿に使用した顔画像データは，社団法人ソフト

ピアジャパンから使用承諾を受けている．原画像の例を図

1に示す． 
 

  
図1 原画像の例 

 

2.2 顔画像の正規化 
本稿において，顔画像の正規化は両目を基準として行な

った．目を用いた理由としては，口や耳に比べて顔の大き

さや傾きの正規化が容易であること，さらに川戸や川口ら

によって高精度に目領域を抽出する手法が提案されている

ことが挙げられる [5]， [6]．本稿では原画像（640×
480pixels, 24bit カラー）を正規化することにより，図 2 の
ような顔の中心画像（180×225pixels）を得た． 
 

   
図2 正規化後の画像 

 
2.3 見た目年齢データベースの作成 
本稿では，人間の年齢知覚メカニズムに着目し，顔画像

データベースに対して，38人にアンケート調査を行なうこ
とで，見た目年齢を付与した．被験者が付与した見た目年

齢の中でも，他の大勢の被験者が付与した年齢と比べて，

明らかに外れた年齢を外れ値として除外した．見た目年齢

はこの外れ値を除いた，被験者が与えた年齢の平均とした． 
2.4 特徴データの抽出 
本稿では，人間の年齢特徴として，顔の形状やしわの情報

が重要であると考えた．そこで正規化した顔画像に，フー

リエ変換を施すことで，周波数情報の抽出を行なった．本

稿ではこのスペクトルデータを特徴データとして用いた． 
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3．推定方法と特徴データの選択 
本稿では，年齢の推定法として LVQ を用いた．また，
前処理により得られた特徴データの選択には GA を用いた．
この 2 つを組み合わせる事で，不要な特徴データを削減し，
かつ推定精度が上がるようなシステムを構築した．以下に，

提案手法の詳細を述べる． 
3.1 LVQによる年齢推定 

LVQ は，2 層のネットワークで成り立つニューラルネッ
トワークの 1つである．本稿では，LVQを用いて年齢を推
定する．学習には競合学習を用い，学習が進むにつれて学

習係数が小さく，競合学習の範囲が狭くなるように学習を

行なう．出力層のニューロン数は，15歳～64歳の範囲で 1
歳刻みに推定できるよう 50 に設定する． 入力データは前
処理により得られたスペクトルデータとし，実際に使用す

るデータは GAにより選択した． 
3.2 GAによる特徴データの選択 
 GA は生物の進化を工学的に模擬したアルゴリズムであ
り，最適化手法の 1 つとして幅広く用いられている．本稿
では，GA を用いることにより，前処理で得られた特徴デ
ータの選択を行なう．前処理により得られた特徴データに

は，年齢推定を行なうのに不要なデータが存在すると仮定

し，このデータを削減することにより推定精度が向上する

と考えた．本稿では（1）式に示すように，GAの適応度関
数に LVQ の推定誤差を用いた．ここで（1）式のerrorと
は LVQ における各顔画像の平均推定誤差である．ここで
は誤差が 20歳を超える場合はすべて 20歳の誤差とした．
この適応度関数を用いることで，推定における入力データ

の次元を削減し，高い推定精度を得るための特徴データを

選定することができると考えた．本稿では，スペクトルデ

ータを 1 周波数帯域ごとに区切り，使用する周波数帯域を
GA により選択した．よって染色体の長さは周波数帯域数
と同数となる．交叉法には一様交叉を用い，交差率を 0.8，
突然変異率を 0.02とした．またエリート戦略を用いた． 
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4 ．計算機シミュレーション 
 本手法の有効性を検証するために，計算機シミュレーシ

ョンを行なった．LVQによる推定には交差検証法を用いた．
すべての特徴データを用いた場合と，GA によって選択さ
れた特徴データを用いた場合の年齢誤差を表 1 に示す．シ
ミュレーション結果により，GA を用いることにより推定
精度が向上したことが分かる．また，図 3 は全特徴データ
使用時と選択された特徴データ使用時の認識率を示す．x
軸を推定誤差，y 軸を認識率とした．ここで認識率は，推
定に使用した全画像の中で，ある推定誤差の範囲内に入っ

た画像のパーセンテージとした．推定誤差の小さな範囲で

は，すべての特徴データを用いた場合の方が認識率は高い

が，推定誤差が 10 歳を区切りに，提案手法の方が高い認
識率を示している． 
 
 
 
 

表 1 年齢推定誤差 
年齢誤差 

全特徴データ使用時 9.32歳 
選ばれた特徴データ使用時 6.8歳 

 

図 3 認識率 
 

5 ．あとがき 
本稿では，GAと LVQを用いて顔画像のエッジ情報を用
いた年齢推定手法を提案した．既存の手法は年代をおおま

かに推定する方法であるのに対し，提案手法は 1 歳単位で
年齢を推定している． 
提案手法の有効性を検証するために計算機によるシミュ

レーションを行なった．その結果，GA を用いることによ
り，大幅な推定誤差を生じるサンプルを減らすことができ

た．これは年齢推定を行なう際に，矛盾を生じさせる原因

となっていた特徴データを削減できたことを示している．

すなわち，顔全体のエッジ情報には，年齢を直接的に決定

するためには不要であると考えられるデータが存在してい

るという仮説を証明できた． 
 今後は，さらなる特徴データの選定を行ない，推定精度

を向上させると共に，年齢推定を行なう際に人間が潜在的

に用いているであろう特徴量の解析を行なう予定である． 
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